
 

 

株式会社エフエム茶笛  

平成 26年度第 7回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日：平成 26年 12月 26日（金）17時 00分～18時 00分 

 

 

２．開催場所  ：入間ケーブルテレビ株式会社 ３階 会議室 

 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：6名 

出席委員数：6名 

出席委員  ：大山博（番組審議委員長） 水村雅啓 小林昌幸 

 佐藤智 黒川進 飯島静江 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

専務取締役   東 たか子 

放送局次長    宮岡 洋明 

技術制作係長  秋山 知広 

 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

 

５．議事概要 ： 

 

議題に沿って各委員お一人お一人の放送聴取の感想・意見・疑問点などを

挙げていただき、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、必要に応じ

て放送事業者側出席者が説明・回答しながら会を進めた。 

 

 

  



 

６．審議内容 
 

委員長： 

これより各委員からご意見をいただきます。 

 

委員： 

「交通安全キャンペーン」ということで、多くの子供の声で交通安全標語が流れていました。

「事故のない町へ」では狭山署員の方々と実際に発生した事故の悲惨な状況を伝えていますし、

パーソナリティの方々も番組内で事故への注意喚起をアナウンスしています。こうした放送が

聴こえる度に、私自身も気を引き締めて運転しています。子供たちに出演していただくことは、

私たち大人にとっても心に響くものがあり、こうした取り組みはとても良いと思います。 

 

委員： 

入間万燈まつりの会場で、子供達による交通安全標語を収録して活用していることで、より

身近に注意喚起を受け入れることが出来ます。番組編成の意識の高さを感じるとても良い工夫

だと思います。 

 

委員長： 

 交通安全キャンペーンというのは、幼児や子供たちの言葉で放送していますね。中々インパ

クトがあるようですが、あれは入間万燈まつりで収録したのですか？ 

 

事業者： 

 はい。お祭りの来場者のご家族にご協力いただき、当社のブースで子供の声を録りました。 

 

委員： 

「リメンバーミュージック」枠では、特別番組が組み込まれることがあります。少し前の話

になりますが「未来へのたすき」を聴きました。あらためて日頃からの人との係わりが大切で

あることを感じ、コミュニティ放送では特定多数へ向けたメッセージが可能であり重要である

ことや、放送を聴くだけで被災された方々は心が和む等のお話を聞き、放送に係わる方々の努

力に感銘を受けました。最後に、番組で採り上げられていたコミュニティ放送局の今後の存続

がとても不安であるとの声が紹介されていて、住民の皆さんや企業・行政の皆さんが、コミュ

ニティ放送の必要性を感じて応援してくれれば良いと思いました。 

この「リメンバーミュージック」ですが、巷では昭和歌謡が人気とのことで懐かしい曲も良

いですが、必要に応じてこうした特別番組等も良いと思います。 

 

委員長： 

 11月の航空祭の実況放送が、随分好評だったようですね。 

 

事業者： 

 今回は準備の時間が無かったので、来年はじっくり準備をして臨みます。 

 



委員： 

昨年に引き続き、入間航空祭の直前に特別番組があったので、今年こそは基地へ行こうと思

っていたのですが、混雑もあり結局行かずに公園で見上げていたところ、ラジオを持っている

男性がいました。耳をすましてみると、ブルーインパルスの時に場内放送をそのまま放送して

いて、趣向を凝らした演出がとても良いと思いました。 

 

委員： 

 台風の襲来時には刻々と変化する気象状況や入間市内の状況をこまめに情報収集して的確に

伝えていました。また、イノシシの目撃情報に習性などを盛り込んだ注意喚起、最近は地区で

のインフルエンザの流行の兆しをお知らせしていました。周りの方からも、「あれは良かった」

という声が挙がっていました。平時の番組が放送されているところに、地域密着の情報がうま

く割り込んで構成され、迅速で有益な情報伝達が効果的に行われていて、身近な地元コミュニ

ティ局の役割を充分に発揮され、心強く感じています。 

 

委員： 

 災害においては充分な対応がなされているとは思いますが、先日の長野のような地震の際に

チューニングを「７７.７」に合わせていただくことが大切だと思いますし、ＳＮＳも頻繁に更

新されていると思いますので、ぜひこれからも周知をしていただき、各イベント等で出展され

る際に、周知を進めていただきたいと思います。 

 

委員： 

 季節感のある放送ということで、シクラメンの話をしている番組がありましたが、大変気持

ち良かったです。日本には歳時記がありまして、聴いている限りとても勉強しているなと感じ

ますので、頑張っていただきたいと思います。 

 

委員長： 

 経営側の指導はもちろんのことながら、パーソナリティの方々もご自身で勉強していらっし

ゃるなと感じます。若干の苦言はありますが、全体的には非常に以前に比べて良くなっている

と感じますし、新しいものを採り入れながら市民のリスナーを増やすことが大切であると思い

ます。 

出席委員の皆様ありがとうございました。これにて議事を終了させていただきます。 

 

（以上で議事終了） 

  



 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   
審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

特になし 特になし 特になし 

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・12月 31日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp） にて掲載。 

 

 

９．その他の参考事項 

  
 特にありません。 

以上 

 

 

 
社 名 株式会社エフエム茶笛 


